




treatment planning system：以下 RTPS）を用いて
その算出を行う．一方で算出された MU 値に対し




アにて，RTPS から算出された MU 値の再検証を
行っている．しかし当院では，MU 独立検証ソフ
トウェアから算出された MU 値の RTPS からの同
値との差の許容範囲が決定されていない．
　本研究では，RTPS から算出された MU 値と，











【方法】RTPS にて，仮想水ファントムを作成した．X 線の6MV と10MV を用いて照射野サイズと深さを
変え，RTPS と RadCalc からそれぞれ算出された MU 値を比較した．次に放射線治療医が作成した約1年
間の前立腺がんと乳がんの患者プランを使用して両法による MU 値を求め，RadCalc から算出された前立
腺および乳房への MU 値を RTPS によるそれと比較して差を求めた．
【結果】RTPS と RadCalc から算出された MU 値の差を，後者の前者からの差とし，前者を100％とした除




減少と，RTPS と RadCalc の計算アルゴリズムの違いが考えられた．これらの点を考慮し，MU 値の
RadCalc における RTPS との差を，差の平均とその標準偏差の2倍から求め，前立腺は0.2％から1.8％，乳











RTPS は XiO（Elekta 社製），MU 独立検証ソフト
ウェアは RadCalc（LifeLine Software 社製）を使
用した．RTPS にて，立方体35cm ×35cm ×35cm
の中身を水とした仮想水ファントムを作成した．
X 線の6MV と10MV の正方形照射野サイズ（5，
10，15，20，30cm）と深さ（Dmax，5，10，15，



















　RTPS と RadCalc から算出されたそれぞれの
MU 値の差を，以下の式より求めた．




深さ10cm における RTPS での MU 値は129.1だっ
た．一方，RadCalc では130.1であり，両者の差
は0.7％だった．すべての照射野および深さにお
いて，RTPS と RadCalc での両者の差は1.0％以内
であった．
　図2に10MV の結果を示す．照射野10×10cm，
深さ10cm における RTPS での MU 値は119.1だっ
た．一方，RadCalc では119.3であり，両者の差
は0.2％だった．6MV の結果と同様に，すべての































RTPS と同程度の MU 値算出が可能であると考え









に，RadCalc は RTPS と同程度の MU 値算出が可
能であったと考えられた．一方，乳房では，
RTPS の MU 値153.1±31.6に 対 し て RadCalc で
の149.3±29.5は低値を示した．差は -2.4％±



























合は，RTPS の MU 値を再計算するか，放射線治
療医へ報告して再計画を行ってもらうなどの検討
RTPS(n=82) RadCalc(n=39) 検定
前立腺 149.6±10.5 151.0±10.5 <0.001













討を行い，RTPS と RadCalc での MU 値の差の許
容範囲を決定していきたい．
Ⅴ．結　　語
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